
 
 NEWS RELEASE
市政記者各位 

平成 2９年 3 ⽉２⽇ 
福岡市博物館 

”3.11”に考える、災害と復興。 
平成 29 年 3 ⽉ 11 ⽇（⼟）シンポジウム 

⽞界島が伝えるもの―震災と地域の⽂化 開催 
下記のとおり、シンポジウムを開催いたします。是⾮周知していただくとともに、当⽇の取材を

していただきますようご案内いたします。 

記 

1．再⽣の島から⼈と⽂化の⼒を考える 
 平成 17 年 3 ⽉ 20 ⽇に発⽣した福岡県⻄⽅沖地震。震源地からほど近い⽞界島は、住宅の半数が
全壊し、全島避難を余儀なくされました。こうした甚⼤な物理的被害の影に⾒落とされがちですが、
⼈々の⼼と地域の伝統を伝える形のない⽂化財もまた、震災の⼤きな影響を受けました。 

本シンポジウムは、災害発⽣から復興までの間、地域伝来の知恵がどのように活かされたのか、
地域の⽂化、伝統がどのように変容したのか、⽞界島の例を通して考えます。世界有数の⽕⼭国で
あり、四⽅を海に囲まれた国、⽇本。私たちにとって、災害は常に⾝近な問題です。 

今、再⽣の島・⽞界島に学びましょう。 

2．実施概要 
（１）開催⽇時 平成 29 年３⽉１１⽇（⼟）13:30〜15:30（開場 13 時） 
（２）会  場 福岡市博物館 講堂 
（３）対  象 どなたでも（参加費・事前申込は不要） 
（４）講  師 中野 紀和（⼤東⽂化⼤学経営学部 教授） 

松村 利規（福岡市博物館学芸課 主任学芸主事） 
（５）司  会 有⾺ 学 （福岡市博物館館⻑） 
※詳細は別紙チラシをご参照ください。 

 
 
 
 
 
 
 
    ■お問い合わせ先  

福岡市博物館  学芸課 福間、河⼝ 管理課 中⼭、岩佐 
電話 092-845-5011 FAX 845-5019  
〒814-0001 早良区百道浜 3-1-1 

本イベントは、博多湾岸≪⾦印ロード≫資
源活⽤プロジェクトの⼀環として実施さ
れるものです。 

博多湾岸《⾦印ロード》資源活⽤プロジェクトは、⽂化庁「平成 28 年度 地

域の核となる美術館・歴史博物館⽀援事業」採択事業です。 



〒814-0001 福岡市早良区百道浜3丁目1-1
TEL：092-845-5011　FAX：092-845-5019
開館時間：午前 9 時 30 分 ～ 午後 5 時 30 分まで

月曜日 （ 月曜日が祝休日の場合は開館し、翌平日に休館）休館日： 
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